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肝炎対策基本指針の策定について

この度、肝炎対策基本法に基づき、肝炎対策基本指針を策定し、添付のとおり本日

告示いたしました。肝炎対策基本指針は、肝炎対策の中長期的な方向性や各施策に
ついて、広範に定めるものであり、今後、本指針に基づき、肝炎対策の総合的な推進に

取り組んでまいります。

1策定日

平成23年 5月 16日 (月 )

2策定スケジュール

平成22年 6月 ～平成23年 2月

肝炎対策推進協議会(第 1回～第5回 )

平成23年 2月 25日～3月 26日

パブリックコメント

平成23年 5月 16日

肝炎対策基本指針策定



肝炎対策を総合的l≡策定_■実施__二
・肝炎対策に関し、基本理念を定め、
。国、地方公共団体、医療保険者、国民及び医師等の責務を明らかにし、
,肝炎対策の推進に関する指針の策定について定めるとともに、
・肝炎対策の基本となる事項を定めることにより、月干炎対策を総合的に推進。

実施に当たり

肝炎患者の

人権尊重

差別解消
に配慮

肝炎対策基本指針

●公表

●少なくとも 5年

ごとに検討

→必要に応じ変更

肛一↓観

厚
生
労
働
大
臣

・肝炎患者等を代表する者
・肝炎医療に従事する者 ●患者支援の在り

方について、医療
状況を勘案し、必
要に応じ検討

,学識経験のある者   資料提出等、

関係行政機関  又

医師その他の医療従事者の育成
医療機関の整備
肝炎患者の療養に係る経済的支援
肝炎医療を受ける機会の確保
肝炎医療に関する情報の収集提供体制
の整備 等

予防・早期発見の推進 肝炎医療の均てん化の促進

●治療水準の向上
のための環境整備

平成23年 5月 16日 策定

第 1 肝炎の予防及び肝炎医療の推進の基本的な方向
第 2 肝炎の予防のための施策に関する事項
第 3 肝炎検査の実施体制及び検査能力の向上に関する事項
第 4 肝炎医療を提供する体制の確保に関する事項
第 5 肝炎の予防及び肝炎医療に関する人材の育成に関する事項
第 6 肝炎に関する調査及び研究に関する事項
第 7 肝炎医療のための医薬品の研究開発の推進に関する事項
第 8 肝炎に関する啓発及び知識の普及並びに肝炎患者等の人権の尊
重に関する事項

第 9 その他肝炎対策の推進に関する重要事項



第 1 肝炎の予防及び肝炎医療の推進の基本的な方向

○肝炎患者等を含む関係者が連携して対策を進めることが重
要であること。
O肝炎ウイルス検査の受検体制の整備及び受検勧奨が必要で
あること。
○地域の特性に応じた肝疾患連携体制の整備の促進が必要で

あること。
O抗ウイルス療法に対する経済的支援に取り組み、その効果
の検証を行うことが必要であること。
O肝炎医療を始めとする研究の総合的な推進が必要であるこ
と。
O肝炎に関する正しい知識の普及が必要であること。
○肝炎患者等及びその家族等に対する相談支援や情報提供が

必要であること。

第 2 肝炎の予防のための施策に関する事項

○新たな感染を予防するための正しい知識の普及が必要であ
ること。

OB型肝炎ワクチンの予防接種の在り方に関する検討が必要
であること。

(具体的取組 )
・集団施設が営まれる各施設における感染予防ガイドライ
ン等を作成するための研究
DB型肝炎ワクチンの予防接種の在り方の検討

等
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第 3 肝炎検査の実施体制及び検査能力の向上に関する事項

○全ての国民が少なくとも一回は肝炎ウイルス検査を受ける
ことが必要であることの周知が必要であること。
○希望する全ての国民が検査を受検できる体制の整備及びそ
の効果の検証が必要であること。

(具体的取組 )
・検査の受検率等を把握するための調査及び研究の実施
E検査実施主体に対する検査体制の整備の要請、国民への
受検勧奨                  等

第 4 肝炎医療を提供する体制の確保に関する事項

○全ての肝炎患者等が継続的かつ適切な肝炎医療を受けられ
る体制の整備及び受検勧奨が必要であること。

(具体的取組 )
・検査後のフォローアップや受診勧奨等の支援を行う人材
の育成
・地域における診療連携の推進に資する研究

等



第5肝炎の予防及び肝炎医療に関する人材の育成に関する事項

○肝炎の感染予防について知識を持つ人材や、感染が判明し
た後に適切な肝炎医療に結びつけるための人材を育成する
ことが必要であること。

(具体的取組)
・拠点病院において指導的立場にある医療従事者に対する
研修 等

第6 肝炎に関する調査及び研究に関する事項

○研究実績の評価や検証、肝炎対策を総合的に推進するため
の基盤となる研究の実施が必要であること。

(具体的取組 )
・「肝炎研究 7カ年戦略」に基づく研究の推進及び研究成
果の評価、検証
・肝炎対策の推進に資する行政的な研究の実施
口肝炎研究分野における若手研究者の育成      等
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第7 肝炎医療のための医薬品の研究開発の推進に関する事項

○肝炎医療に係る医薬品を含めた医薬品等の研究開発の促進、
治験及び臨床研究の推進、審査の迅速化等が必要であるこ
と。

(具体的取組 )
・肝炎医療の水準向上等に資する新医薬品の開発等に係る
研究促進 等

第 8 肝炎に関する啓発及び知識の普及並びに肝炎患者等
の人権の尊重に関する事項

○肝炎ウイルス検査の受検勧奨や新たな感染の予防、肝炎患
者等に対する不当な差別を防ぐため、普及啓発が必要であ
ること。

(具体的取組 )
・日本肝炎デーの設定
口肝炎ウイルス感染者に対する偏見や差別の実態を把握し、
その被害の防止のためのガイ ドラインを作成するため
の研究 等
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第9 その他肝炎対策の推進に関する重要事項

0肝炎患者等及びその家族に対する支援の強化が必要である
こと。
○肝硬変及び肝がん患者に対する更なる支援を行うこと。
(具体的取組)
・肝硬変及び肝がん患者に対する肝炎医療や生活実態等に

関する現状を把握するための調査研究       等
○地域の実情に応じた肝炎対策を講じるための体制の構築等
が望まれること。
O国民一人一人が、自身の肝炎ウイルス感染の有無について
認識を持ち、肝炎患者等に対する不当な差別が生じること
等のないよう、正しい知識に基づく適切な対応に努めるこ
と。
○今後、各主体の取組について定期的に調査及び評価を行い、
必要に応じ指針の見直しを行うこと。また、肝炎対策推進
協議会に対し、取組の状況について定期的な報告を行うこ
と。
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又
は
肝
が
ん
の
患
者
を
含
む
。
以
下

「肝
炎
患
者
等
」
と

い
・２
）
に
対
す
る
不
当
な
差
別
が
存
在
す
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
一を
改
善
し
、
今
濯
ヽ
肝

炎
対
策
の
よ
り

一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
に
は
、
国
や
地

方
公
共
団
体
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が

一
体
と

な
っ
て
、
よ
り
一
月
の
連
携
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

本
指
針
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状
の
下
に
、
肝
炎
患
者
等

を
早
期
に
発
見
し
、
ま
た
、
肝
炎
患
者
等
が
安
心
し
て
治

療
を
受
け
ら
れ
る
社
会
を
構
築
す
る
た
め
、
日
、
地
方
公

共
団
体
等
が
取
り
組
む
べ
き
方
向
性
を
示
す
こ
と
に
よ

り
、
肝
炎
対
策
の
よ
り

一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
肝
炎
対
策
基
本
法

（平
成
二
十

一
年
法
律
第
九
十

七
号
）
第
九
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
策
定
す
る
も
の

で
あ
る
。

な
お
、
我
が
国
で
は
、
現
在
、
肝
炎
に
り
患
し
た
者
に

占
め
る
患
者
数
の
多
さ
か
ら
、
Ｂ
型
肝
炎
及
び
Ｃ
型
肝
炎

に
係
る
対
策
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

本
指
針
に
お
い
て
は
、
Ｂ
型
肝
炎
及
び
Ｃ
型
肝
炎
に
係
る

対
策
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第

一　
肝
炎
の
予
防
及
び
肝
炎
医
療
の
推
進
の
基
本
的
な

方
向

ｍ
　
基
本
的
な
考
え
方

肝
炎

（Ｂ
型
肝
炎
及
び
Ｃ
型
肝
炎
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）は
、
適
切
な
治
療
を
行
わ
な
い
ま
ま
放
置
す

る
と
侵
性
化
し
、
肝
硬
変
や
肝
が
ん
と
い
っ
た
よ
り

重
篤
な
病
態
に
進
行
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
こ
の
た

め
、
肝
炎
患
者
等
が
生
活
す
る
中
で
関
わ
る
全
て
の

者
が
肝
炎
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
こ
れ
ら
の
者
の

協
力
の
下
、
肝
炎
患
者
等
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
肝
炎
対
策
は
、
肝
炎
患
者
等
を
含
め
た
国

民
の
視
点
に
立
ち
、
国
民
の
理
解
、
協
力
を
得
て
、

え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
受

検
体
制
を
整
備
し
、
受
検
の
勧
奨
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

③
　
適
切
な
肝
炎
医
療
の
推
進

肝
炎
患
者
等
の
健
康
保
特
の
た
め
に
は
、
個
々
の

状
況
に
応
し
た
適
切
な
治
寝
を
受
け
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

肝
炎
思
者
等
を
含
む
関
係
者
が

一
体
と
な
っ
て
、
連

携
し
て
対
策
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

②
　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
更
な
る
促
進

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
経
路
は
様
々
で
あ
り
、

個
々
人
が
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
可
能
性
が
あ

る
か
否
か
を
一
概
に
判
断
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
全
て
の
国
民
が
、
少
な
く
と
も
一
回
は

肝
炎
ウ
イ
ル

肝
炎
患
者
等
に
対
し
、
病
態
に
応
し
た
適
切
な
肝

炎
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
専
門
的
か
知
強
や

経
験
が
必
要
で
あ
る
た
め
、個
々
の
肝
炎
患
者
等
は
、

〈塁
卜

「専
門

医
療
機
関
」
と
い
う
。）に
お
い
て
治
療
方
針
の
決
定

を
受
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

ま
た
、
専
門
医
療
機
関
に
お
い
て
治
療
方
針
の
決

定
を
受
け
た
肝
炎
患
者
等
は
、
継
続
し
て
適
切
な
治

療
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
肝
炎
患
者
書
が
、
居
住
地
域
に
か
か

わ
ら
ず
適
切
な
肝
炎
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
地

域
の
特
性
に
応
し
た
肝
疾
患
診
療
体
制
の
整
備
の
促

進
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
を
排
除
し
又
は
そ
の
増
殖

を
抑
制
す
る
抗
ウ
イ
ル
ス
療
法

〈肝
炎
の
根
治
目
的

で
行
う
イ
ン
タ
ー
フ
エ
ロ
ン
治
療
又
は
Ｂ
型
肝
炎
の

核
酸
ア
ナ
ロ
グ
製
剤
治
壼
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
に

つ
い
て
は
、
肝
硬
変
や
肝
が
ん
と
い
っ
た
、
よ
り
菫

事
な
病
態
へ
の
進
行
を
予
防
し
、
又
は
遅
ら
せ
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
ウ
イ
ル
ス
量
が
低
置
す

る
こ
と
に
よ
り
二
次
感
染
の
予
防
に
つ
な
が
る
と
い

・う
側
面
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
引
き
続
き
、
抗
ウ
イ

ル
ス
療
法
に
対
す
る
経
済
的
支
援
に
取
り
組
み
、
そ

の
効
果
を
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

０
　
肝
炎
医
療
を
始
め
と
す
る
研
究
の
総
合
的
な
推
進

肝
炎
は
国
内
最
大
級
の
感
染
症
で
あ
り
、
感
彙
を

放
置
す
る
と
肝
硬
変
や
肝
が
ん
と
い
っ
た
菫
篤
な
病

態
に
進
行
す
る
。
こ
の
た
め
、
肝
炎
医
療
の
水
準
の

向
上
等
に
向
け
て
、
肝
炎
に
関
す
る
基
履
、
臨
床
及

び
疫
学
研
究
等
を
総
合
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
。ま
た
、肝
炎
患
者
等
の
負
担
軽
減
に
資
す
る
よ
・ス

肝
炎
対
策
を
一椰
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
盤
と
な

る
行
政
的
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
研
究

に
つ
い
て
も
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

０
　
肝
炎
に
関
す
る
正
し
い
知
域
の
更
な
る
普
及
啓
発

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
、
感
染
し
て
も
自
覚
症
状
に
乏

し
い
こ
と
か
ら
、
感
染
に
気
付
き
に
く
く
、
ま
た
、

感
染
を
認
議
し
て
い
て
も
、
感
彙
著
が
早
急
な
治
療

の
必
要
性
を
認
議
し
に
く
い
。
こ
の
た
め
、
国
民
一

人
一
人
が
自
ら
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
有
無
を

把
握
し
、
肝
炎
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
持
つ
よ

う
、
更
な
る
普
及
啓
発
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
肝
炎
患
者
等
に
対
す
る
不
当
な
差
別
を

解
消
し
、
ま
た
、
感
染
経
路
に
つ
い
て
の
知
識
不
足

に
よ
る
新
た
な
感
染
を
予
防
す
る
た
め
に
も
、
肝
炎

に
つ
い
て
の
正
し
い
知
議
の
普
及
が
必
要
で
あ
る
。
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６
　
肝
炎
患
者
等
及
び
そ
の
家
族
等
に
対
す
る
相
談
支

援
や
情
報
提
供
の
充
実

肝
炎
患
者
等
及
び
そ
の
家
族
等
の
多
く
は
、
肝
炎

が
肝
硬
変
や
肝
が
ん
と
い
っ
た
、
よ
り
量
篤
な
病
熊

へ
進
行
す
る
こ
と
に
対
す
る
将
来
的
な
不
安
を
抱
え

て
い
る
。
ま
た
、
治
襲
に
お
け
る
副
作
用
等
、
治
療

開
始
前
及
び
治
療
中
に
お
い
て
、
霜
神
的
な
負
担
に

直
面
す
る
こ
と
も
多
い
。
こ
の
た
め
、
こ
う
し
た
肝

炎
患
者
等
及
び
そ
の
家
族
等
の
不
安
や
精
神
的
負
担

の
軽
減
に
資
す
る
た
め
、
肝
炎
患
者
等
及
び
そ
の
家

族
等
へ
の
相
観
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
肝
炎
患
者
等
及
び
そ
の
家
族
等
を
含
む
国

民
の
視
点
に
立
っ
た
分
か
り
や
ず
い
情
報
提
供
に
つ

い
て
、
取
組
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
二
　
肝
炎
の
予
防
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
事
項

１１１
　
今
後
の
取
組
の
方
針
に
つ
い
て

感
桑
経
路
に
つ
い
て
の
知
織
不
足
に
よ
る
新
た
な

惑
乗
を
予
防
す
る
た
め
い
全
て
の
国
民
に
対
し
て
肝

炎
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
普
及
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

ま
た
、
日
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
妊
婦

に
対
す
る
Ｂ
型
肝
炎
抗
原
検
査
を
妊
婦
健
康
診
査
の

標
準
的
な
検
査
項
目
と
し
て
示
す
ほ
か
、
各
医
療
機

関
に
お
い
て
、
当
該
穫
査
の
結
果
が
局
性
で
あ
っ
た

妊
婦
か
ら
出
生
し
た
乳
児
に
対
す
る
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
等
の
道
切
な
対
応
が
行
わ
れ
る
よ
う
指

導
を
求
め
る
等
の
Ｂ
型
肝
炎
母
子
感
染
予
防
対
策
を

講
じ
て
お
り
、
引
一き
続
き
こ
の
取
組
を
通
め
る
。

さ
ら
に
、
Ｂ
型
肝
炎
の
感
染
は
ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ

て
予
防
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
水
平
感
染
防
止
の

手
段
の
一
つ
と
し
て
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
予
防

敏
種
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
必
要
が
あ

２つ。

‐２‐
　
今
後
取
組
が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て

ア
　
国
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
ヘ
の
新
た
な
感
染
の
発

生
を
防
止
す
る
た
め
、
日
常
生
活
上
の
感
染
予
防

の
留
意
点
を
取
り
ま
と
め
た
啓
発
用
の
資
材
や
、

集
団
生
活
が
営
ま
れ
る
各
施
設
に
お
け
る
感
染
予

防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
作
成
す
る
た
め
の
研
究
を

推
進
す
る
。
ま
た
、
当
該
研
究
の
成
果
物
を
活
用

し
、
地
方
公
共
団
体
，
こ
星
研
を
凶
り
、
普
及
警

発
を
行
う
。

イ
　
回
は
、
ビ
ア
ス
の
穴
あ
け
等
血
液
の
付
着
す
る

器
具
の
共
有
を
伴
う
行
為
や
性
行
為
等
、
感
染
の

危
険
性
の
あ
る
行
為
に
興
味
を
抱
く
年
代
に
対
し

て
、
肝
炎
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
朧
と
理
解
を
深

め
る
た
め
の
情
報
を
取
り
ま
と
め
、
地
芳
ハ
エ
（団

体
等
と
連
輌
を
回
り
、
普
及
薔
発
を
行
う
。

ウ
　
ロ
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
医
療
従
事
著
等
の

感
染
の
リ
ス
ク
の
高
い
集
コ
を
中
心
と
し
て
、
Ｂ

型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
、
安
全
性
等
に
関
す

る
情
報
提
供
を
行
う
。

エ
　
ロ
は
、
水
平
感
染
防
止
の
手
段
と
し
て
の
Ｂ
型

肝
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
効
性
、
安
全
性
等
に
関

す
る
情
報
を
踏
ま
え
、
当
骸
ヮ
ク
チ
ン
の
予
防
接

報
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

第
二
　
一肝
炎
検
査
の
実
施
体
制
及
び
検
査
能
力
の
向
上
に

関
す
る
事
項

ω
　
今
後
の
取
組
の
方
針
に
つ
い
て

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を
本
人
が
把
握
す
る

た
め
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
に
つ
い
て
は
、
医
療
保

険
者
や
事
業
主
等
の
多
様
な
彙
稲
〓
薇
に̈
お
い
て
実

施
ぎ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
プ
ラ
イ
パ
シ
ー
に
配
慮
し

て
巨
名
で
実
施
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
等
か

ら
、
当
該
検
査
の
受
検
状
況
の
実
態
を
把
握
す
る
こ

と
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
体
制
の
整
備
及
び
普
及
啓
発
を
効
果

的
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、
施
策
を
行
う
上
で
の
指

標
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
た
め
、
従
前
か
ら
実
施
し

て
い
る
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
受
検
者
数
の
把
編
の

た
め
の
目
査
に
加
ぇ
て
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
綸
姜
の
受

検
単
に
つ
い
て
把
握
す
る
た
め
の
調
査
及
び
研
究
が

必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
未
受
検
者
や
、
受

検
し
て
い
る
が
検
査
結
果
を
正
し
く
認
観
し
て
い
な

い
者
辱
、
感
染
の
事
実
を
認
識
し
て
い
な
い
肝
炎
患

者
等
が
多
一取
存
在
す
る
こ
と
が
推
定
ぜ
れ
る
。
こ
の

た
め
、
感
彙
継
路
は
様
々
で
あ
り
、
本
人
の
自
党
な

し
に
感
染
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
含
め

て
、
肝
炎
に
関
す
る
正
し
い
知
域
の
普
及
啓
発
を
行

い
、
全
て
の
国
民
が
少
な
く
と
も
一
回
は
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
贅
を
受
検
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

周
知
す
る
。
ま
た
、
希
望
す
る
全
て
の
国
民
が
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
検
で
き
る
体
制
を
整
備
し
、
そ

の
効
果
を
検
証
す
る
た
め
の
研
究
を
推
進
す
る
必
要

が
あ
る
。

さ
ら
に
、肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
、

受
検
者
各
自
が
正
し
く
認
識
で
き
る
よ
う
、
肝
炎
の

病
態
等
に
係
る
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
肝
炎

医
療
に
携
わ
る
者
に
対
し
、
最
新
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
に
関
す
る
知
見
の
修
得
の
た
め
の
研
修
の
機
会

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

０
　
・今
後
取
組
が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て

ア
　
ロ
は
、
国
民
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
に
係
る
受

検
率
や
検
査
後
の
受
診
状
況
等
に
つ
い
て
把
握
す

る
た
め
の
調
査
及
び
研
究
を
行
う
。

イ
　
国
は
、
現
在
、
地
方
公
共
団
体
が
実
施
主
体
と

な
っ
て
行
っ
て
い
る
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
に
つ
い

て
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
引
き
続
き
、
検
査

実
施
と
そ
の
体
制
整
備
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
番
の
個
劃
動
奨
や
出
張
型
検
診

等
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
更
な
る
横
査
実
施

を
支
援
す
る
。

ウ
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
住
民
に
向
け
た
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
に
関
す
る
広
報
を
強
化
す
る
。

あ
わ
せ
て
、
職
域
に
お
い
て
健
康
管
理
に
携
わ
る

者
や
、
医
療
保
険
者
、
事
業
主
等
の
関
係
者
の
理

解
と
協
力
の
下
、
引
き
続
ぎ
、
こ
れ
ら
の
関
係
者

か
ら
、
労
働
者
に
対
す
る
受
槍
勧
奨
が
行
わ
れ
る

よ
）２
量
爾
す
る
。

工
　
国
は
、多
様
な
検
査
機
会
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、

医
療
保
険
者
が
健
康
保
険
法

（大
二
十

一
年
法
律

第
七
十
号
）
に
基
づ
き
行
う
健
康
診
査
等
及
び
事

業
主
が
労
働
安
全
衡
生
法

ａ
箱
四
十
七
年
法
律

第
五
十
七
号
）
に
基
づ
き
行
う
健
康
診
断
に
併
せ

て
実
施
す
る
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
に
つ
い
て
は
、

経
続
し
て
実
施
さ
れ
る
よ
う
医
療
保
険
者
及
び
事

業
主
に
対
し
て
要
田
す
る
。
ま
た
、
医
療
保
険
者

や
事
業
主
が
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
実
施
す
る
場

合
の
検
養
結
果
に
つ
い
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配

慮
し
た
適
正
な
通
知
と
取
扱
い
が
な
さ
れ
る
よ

ス̈

医
療
保
険
者
及
び
“
桑
壼
に
対
し
て
改
め
て

周
知
す
る
。

オ
　
国
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
受
検
前
及
び
結

果
顧
知
時
に
お
い
て
、
受
検
者
各
自
が
、
病
熊
、

治
療
及
び
予
防
に
つ
い
て
正
し
く
籠
畿
で
き
る
よ

う
、
肝
炎
の
病
態
、
治
療
及
び
予
防
に
関
す
る
情

報
を
取
り
ま
と
め
、
地
方
公
共
団
体
等
と
連
携
を

図
り
、
普
及
啓
発
西
行
■ヽ

力
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
医
療
機
関
に
対
し
、

手
術
前
等
に
行
わ
れ
る
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
書
の
結

果
に
つ
い
て
、
受
検
者
に
適
切
に
説
明
を
行
う
よ

う
要
請
す
る
。
ま
た
、
国
は
、
医
療
機
関
に
お
い

て
手
術
前
等
に
行
わ
れ
る
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の

結
果
の
説
明
状
況
野
に
つ
い
て
、
実
態
把
握
の
た

め
の
口
査
研
究
を
行
・■

キ
　
国
は
、
独
立
行
政
法
人
日
立
国
際
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
肝
炎
情
報
セ
ン
タ
ー

〈以
下

「肝
炎
情
報

セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）
に
対
し
、
日
立
国
際
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
の
中
期
日
標
及
び
申
期
計
画
に
基

づ
き
、
拠
点
病
院
に
お
い
て
指
導
的
立
場
に
あ
る

医
療
従
事
者
に
対
し
て
、
最
新
の
知
見
を
踏
ま
え

た
肝
炎
検
査
及
び
肝
炎
医
療
に
関
す
る
研
修
が
行

わ
れ
る
よ
う
要
爾
す
る
。

第
四
　
肝
炎
医
療
を
提
供
す
る
体
制
の
確
保
に
関
す
る
事

項
田
　
▲Ｚ
瞑
の
取
組
の
方
針
に
つ
い
て

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
結
果
、
診
療
が
必
要
と
判

断
さ
れ
た
者
が
医
療
機
関
で
受
診
し
な
い
、
ま
た
、

た
と
え
医
療
機
関
で
受
診
し
て
も
、
必
ず
し
も
適
切

な
肝
炎
医
療
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
点

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
全
て
の
肝
炎
患
者
等
が
継
続
的
か
つ

適
切
な
肝
炎
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を

整
備
す
る
た
め
、
拠
点
病
離
を
中
心
と
し
て
、
「都
道

府
県
に
お
け
る
肝
炎
検
査
後
肝
疾
患
診
療
体
制
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
員
平
成
十
九
年
全
国
Ｃ
型
肝
炎

惨
薇
想
議
会
報
告
書
）
に
基
づ
き
、
拠
百
績
蒔
『
専

門
医
療
機
関
及
び
か
か
り
つ
け
医
が
協
働
す
る
仕
組

み
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る
肝
炎
診
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
地
域
や

職
域
に
お
い
て
健
康
管
理
に
携
わ
る
者
を
含
め
た
関

係
者
の
連
携
の
下
、
肝
炎
患
者
等
に
対
す
る
受
診
勧

奨
及
び
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
後
の
フ
オ
ロ
ー
ア
ツ
プ

を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
肝
炎
患
者
等
の
適
切
な

医
療
機
関
へ
の
受
診
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
肝
炎
患
者
等
が
、
働
き
な
が
ら
格
続
的
に

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
向
け

て
、
引
き
続
き
、
事
業
主
、
地
域
に
お
い
て
健
康
管

理
に
携
わ
る
者
及
び
労
働
組
否
を
始
め
と
し
た
関
係

者
の
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
必
要
な
働
き
か
け
を

行
う
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
肝
炎
患
者
等
の
経
済
的
負
担
腱
減
の
た

め
の
抗
ウ
イ
ル
ス
妻
法
に
係
る
肝
炎
医
療
費
所
成
の

実
施
及
び
肝
炎
医
療
に
係
る
諧
制
度
の
周
知
に
よ

り
、
肝
炎
の
早
期
か
つ
適
切
な
治
療
を
推
進
す
る
。

例
　
今
後
取
組
が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て

ア
　
国
は
、
地
方
公
共
団
体
と
連
薔
し
て
、
肝
炎
患

者
等
が
個
々
の
病
態
に
応
じ
た
適
蝙
な
肝
炎
医
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
肇
後
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ツ
プ
や
受
診
勧
奨
等
の
支
甚
を
地
域

や
職
域
に
お
い
て
中
心
と
な
っ
て
進
め
る
人
材
の

青
成
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
肝
炎
患
者
等
に
対
す

る
情
報
提
供
や
、
拠
点
病
院
、
専
門
医
療
機
関
及

び
か
か
り
つ
け
医
の
連
続
等
に
資
す
る
た
め
、
肝

炎
の
病
態
、
治
療
方
法
、
肝
条
医
療
に
関
す
る
制

度
等
の
情
報
を
取
り
ま
と
め
た
手
帳
等
を
肝
炎
患

者
等
に
対
し
て
配
布
す
る
。
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イ
　
国
は
、
地
域
や
職
域
に
お
い
て
健
康
管
理
に
携

わ
る
者
が
肝
炎
患
者
等
に
対
し
て
提
供
す
る
た
め

に
必
事
な
情
報
を
取
り
ま
と
め
、
地
方
公
共
団
体

や
医
療
保
険
者
等
と
連
携
を
図
り
、
普
及
啓
発
を

待
リ
フ
。

ウ
　
国
は
、
肝
炎
情
報
セ
ン
タ
ー
が
拠
点
病
院
の
医

療
従
事
者
を
対
象
と
し
て
実
施
す
る
研
修
を
効
果

的
に
進
め
る
た
め
の
技
術
的
支
援
を
行
う
。
ま
た
、

国
及
び
部
道
府
県
は
、
拠
点
病
院
が
行
う
研
修
に

つ
い
て
、
よ
り
効
果
的
な
実
施
方
法
等
に
つ
い
て

検
討
し
、
研
修
内
容
の
充
実
を
図
ゑ

エ
　
ロ
は
、
地
域
に
お
け
る
診
療
運
書
の
推
進
に
資

す
る
研
究
を
行
い
、
そ
の
成
果
物
を
活
用
し
、
地

域
の
特
性
に
応
じ
た
診
療
連
携
体
制
の
強
化
を
支

援
す
奄

オ
　
回
は
、
職
域
に
お
け
る
肝
炎
患
者
等
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
た
め
、
肝
炎
の
病
態
、
治
療
方
法

及
び
肝
炎
患
者
等
に
対
す
る
望
ま
し
い
配
慮
に
つ

い
て
の
先
進
的
な
取
組
例
等
の
情
報
を
取
り
ま
と

め
、
各
事
業
主
団
体
と
連
欄
を
図
り
、
普
及
薔
発

を
行
■

力
　
国
は
、
就
労
を
維
持
し
な
が
ら
適
切
な
肝
炎
医

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
等
に
つ

い
て
、
各
事
業
主
団
体
に
対
し
、
協
力
を
要
請
す

亀
キ
　
国
は
、
肝
炎
医
療
贅
助
成
制
度
、
高
額
療
姜
費

制
度
、
傷
病
手
当
金
、
障
害
年
金
等
の
肝
炎
医
療

に
関
す
る
制
度
に
つ
い
て
情
報
を
取
り
ま
と
め
、

地
方
公
共
団
体
と
連
携
を
図
り
、
拠
点
病
院
の
肝

疾
患
相
談
セ
ン
タ
ー
を
始
め
と
し
た
医
療
機
関
等

に
お
け
る
活
用
を
推
進
す
る
。

夕
　
肝
炎
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
肝
炎
医
療
に
係
る
最

一担
Ｅ
「
ご
理
尽
届
囲
及
び
専
門
医
療
機
関
等
の
リ

ス
ト
並
び
に
拠
点
病
院
に
お
い
て
対
応
可
能
な
肝

炎
医
療
の
内
容
に
関
し
て
情
報
収
集
を
行
い
、
当

該
情
報
を
肝
炎
情
報
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
分
か
り
や
す
く
掲
載
す
る
こ
と
等
に
よ
ｋ

医

療
従
事
者
及
び
国
民
に
向
け
て
可
能
な
限
り
迅
速

に
周
知
を
図
る
。

肝
炎
の
予
防
及
び
肝
炎
医
療
に
関
す
る
人
材
の
育

成
に
関
す
る
事
項

今
後
の
取
組
の
方
針
ｔ
つ
い
て

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
ヘ
の
新
た
な
感
染
を
防
止
し
、
肝

炎
医
療
の
水
準
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
肝
炎
の

予
防
及
び
医
療
に
携
わ

る
。

こ
の
た
め
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
ヘ
の
新
た
な
感
染
の

発
生
の
防
止
に
資
す
る
よ
う
、
肝
炎
の
感
染
予
防
に

っ
い
て
知
識
を
持
つ
人
材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
判
明
し
た
後
に
適
切
な
肝
炎

医
療
に
結
び
つ
け
る
た
め
の
人
材
を
育
成
す
る
必
要

が
あ
る
。

ま
た
、
肝
炎
医
療
に
携
わ
る
者
が
、
最
新
の
肝
炎

検
査
に
関
す
る
知
見
を
修
得
す
る
こ
と
は
、
道
切
な

治
療
方
針
の
決
定
や
患
者
に
対
し
的
確
な
説
明
を
行

う
上
で
非
常
に
重
要
で
あ
る
た
め
、
肝
炎
医
療
に
携

わ
る
者
の
資
賀
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
地
域
に
お
け
る
肝
炎
に
係
る
医
療
水
準

の
向
上
等
に
資
す
る
指
導
者
を
育
成
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

②
　
▲２
畜
掛
■
″必
要
な
事
項
に
つ
い
て

ア
　
国
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
ヘ
の
新
た
な
感
染
の
発

生
を
防
止
す
る
た
め
、
日
常
生
活
上
の
感
染
予
防

の
留
意
点
を
取
り
ま
と
め
た
者
発
用
の
資
材
や
、

集
団
生
活
が
営
ま
れ
る
各
施
設
に
お
け
る
感
染
予

防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
作
成
す
る
た
め
の
研
究
を

推
進
す
る
。
ま
た
、
当
該
研
究
の
成
果
物
を
活
用

し
、
地
方
公
共
団
体
等
と
連
携
を
図
り
、
普
及
啓

発
を
行
う
。
〈再
掲
）

イ
　
国
は
、
地
方
公
共
団
体
と
連
携
し
て
、
肝
炎
患

者
等
が
個
々
の
病
態
に
応
じ
た
適
切
な
肝
炎
医
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
後
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ツ
プ
や
受
診
勧
奨
等
の
支
理
を
地
域

や
職
域
に
お
い
て
中
心
と
な
っ
て
進
め
る
人
材
の

育
成
を
推
進
す
る
。
（再
掲
）

ウ
　
ロ
は
、
肝
炎
情
報
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、
国
立
口

際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
中
期
日
檬
及
び
中
期
計

画
に
基
づ
き
、
拠
点
病
院
に
お
い
て
指
導
的
立
場

に
あ
る
医
療
従
事
者
に
対
し
て
、
最
新
の
知
見
を

踏
ま
え
た
肝
炎
検
査
及
び
肝
炎
医
療
に
関
す
る
研

修
が
行
わ
れ
る
よ
う
要
請
す
る
。
曾
層
じ

工
　
国
は
、
肝
炎
情
報
セ
ン
タ
ー
が
拠
点
病
院
の
医

療
従
事
者
を
対
象
と
し
て
実
施
す
る
研
修
を
効
果

的
に
進
め
る
た
め
の
技
術
的
支
援
を
行
う
。ま
た
、

国
及
び
都
道
府
県
は
、
盤
点
病
院
が
行
う
研
修
に

つ
い
て
、
よ
り
効
果
的
な
実
施
方
法
等
に
つ
い
て

検
討
し
、
研
修
内
容
の
充
実
を
図
る
。
（再
握
）

(1)質12)

肝
炎
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
事
項

今
後
の
取
組
の
方
針
に
つ
い
て

肝
炎
研
究
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
肝

炎
対
策
に
適
切
に
反
映
す
る
た
め
、
研
究
実
績
を
総

合
的
に
評
価
、
検
証
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、
行
政

的
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
研
究
を
実
施

し
て
い
′ヽ

磐
薇
″あ
る
。

ま
た
、
肝
炎
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の

基
盤
と
な
る
肝
炎
研
究
を
推
泄
す
る
と
と
も
に
、
将

来
の
肝
炎
研
究
を
担
う
着
手
研
究
者
の
育
成
を
行

い
、
肝
炎
研
究
の
人
的
基
盤
の
拡
大
を
目
指
す
。

さ
ら
に
、
肝
炎
研
究
に
つ
い
て
、
国
民
の
理
解
を

得
ら
れ
る
よ
う
、
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
研
究
成
果
の
公
表
に
当

た
っ
て
は
、差
別
や
偏
見
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
、

十
分
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。つ
い
て

ア
　
国
は
、
「肝
炎
研
究
七
カ
年
戦
略
」
に
基
う
く
肝

炎
研
究
を
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
研
究

成
果
に
つ
い
て
評
価
ヽ
検
証
を
行
い
、
肝
炎
対
策

推
造
協
饉
会
に
報
告
す
る
。

イ
　
国
は
、
肝
炎
研
究
分
野
に
お
い
て
、
着
手
研
究

者
の
人
材
育
成
を
積
極
的
に
行
Ｚヽ

ウ
　
ロ
は
、
「肝
炎
研
究
七
カ
年
戦
略
」
に
基
づ
く
肝

炎
研
究
に
加
え
、
肝
炎
対
策
の
推
進
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
以
下
の
行
政
的
な
研
究
を
行

う

。
０
　
日
常
生
活
上
の
惑
蓉
予
防
の
留
意
点
を
取
，

ま
と
め
た
啓
発
用
の
資
材
や
、
集
団
生
活
が
営

ま
れ
る
各
施
段
に
お
け
る
感
染
予
防
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
等
を
作
成
す
る
た
め
の
研
究

０
　
医
療
機
関
に
お
い
て
手
術
前
等
に
行
わ
れ
る

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
主
の
結
果
の
説
明
状
況
寺
に

つ
い
て
、
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
研
究

ｕ
　
地
域
に
お
け
る
診
療
連
携
の
推
進
に
資
す
る

異
国
　
職
域
に
お
け
る
肝
炎
患
者
等
に
対
す
る
望
ま

し
い
配
慮
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究

０
　
具
体
的
な
施
策
の
目
標
設
定
に
資
す
る
肝

炎
、
肝
硬
変
及
び
肝
が
ん
等
の
病
態
別
の
実
態

を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
研
究

②
　
一肝
炎
患
者
等
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
の
実
態

を
把
握
し
、
そ
の
被
害
の
防
止
の
た
め
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
た
め
の
研
究

０
　
そ
の
他
肝
炎
対
策
の
推
進
に
資
す
る
研
究

工
　
回
は
、
肝
炎
研
究
に
つ
い
て
国
民
の
理
解
を
得

ら
れ
る
よ
う
、
当
該
研
究
の
成
果
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
公
表
し
、
日
知
を
図
る
。

第
七
　
肝
炎
医
療
の
た
め
の
医
薬
品
の
研
究
開
発
の
推
進

に
関
す
る
事
項

０
　
今
後
の
取
組
の
方
針
に
つ
い
て

肝
炎
は
重
屋
な
疾
病
で
あ
り
、
肝
炎
医
療
Ｌ
係
る

医
薬
品
を
含
め
た
医
薬
品
の
開
発
等
に
係
る
研
究
が

促
進
さ
れ
、
薬
事
法

（昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四

十
五
号
）
の
規
定
に
基
う
く
製
造
販
売
の
承
認
が
早

期
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
治
験
及
び
臨
床
研
究
を
推
迪

し
、
さ
ら
に
、
肝
盈
慶
一療
の
た
め
の
医
薬
品
を
含
め

た
、
特
に
医
療
上
必
要
性
が
高
い
医
薬
品
及
び
医
療

機
器
が
速
や
か
に
医
療
現
場
に
導
入
さ
れ
る
よ
う
、

審
査
の
迅
速
化
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
必
員
が

あ
る
。

②
　
今
後
取
粗
炉
必
要
な
事
項
に
つ
い
て

す
る
新
医
薬
品
の
開
発
等
に
係
る
研
究
を
推
進
す

亀
イ
　
ロ
は
、
肝
炎
医
療
に
係
る
新
医
薬
品
を
含
め
た

医
薬
品
開
発
等
に
係
る
治
験
及
び
臨
床
研
究
を
推

進
す
る
。

ウ
　
ロ
は
、
肝
炎
西
療
に
係
る
新
医
薬
品
「
新
医
療

機
器
等
に
つ
い
て
、
優
れ
た
製
品
を
迅
速
に
医
療

の
現
場
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
有
効
惟
や
安
全
性

に
関
す
る
審
査
体
制
の
充
莫
薔
Ｆ
彗
「を
図
る
等
承

認
審
査
の
迅
速
化
や
質
の
向
上
に
向
け
た
取
組
を

推
進
す
る
。

工
　
国
は
、肝
炎
医
療
に
係
る
新
医
薬
品
等
の
う
ち
、

欧
米
菌
国
で
承
認
等
さ
れ
て
い
る
が
国
内
で
未
承

認
の
医
薬
品
等
で
あ
っ
て
医
療
上
必
要
性
が
高
い

と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
関
係
企
業
に
治

験
実
施
等
の
開
発
要
請
の
取
組
を
行
一２

オ
　
ロ
は
、肝
炎
医
療
に
係
る
新
医
薬
品
等
の
う
ち
、

医
療
上
の
有
用
性
等
の
要
件
を
満
た
す
区
薬
品
に

つ
い
て
は
、
優
先
し
て
承
認
審
査
を
進
め
る
。

第
八
　
肝
炎
に
関
す
る
啓
発
及
び
知
識
の
普
及
並
び
に
肝

炎
患
者
等
の
人
権
の
尊
重
に
関
す
る
事
項

＝
　
今
後
の
取
組
の
方
針
に
つ
い
て

肝
炎
に
係
る
工
し
い
知
醸
に
つ
い
て
は
、
国
民
に

十
分
に
漫
透
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し

た
中
に
お
い
て
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
受
験
を
勧

奨
し
、
ま
た
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
新
た
な
感
染
を
予

防
す
る
た
め
に
は
、
全
て
の
国
民
に
対
し
て
、
肝
炎

の
予
防
、
病
霧
及
び
治
凛
に
係
る
正
し
い
理
解
が
進

む
よ
う
普
及
啓
発
及
び
情
報
提
供
を
推
進
す
る
必
要

が
あ
る
。
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ま
た
、
早
期
に
適
切
な
治
書
を
促
す
た
め
、
肝
炎

患
者
等
が
肝
炎
の
病
熊
及
び
治
寝
Ｅ
係
る
正
し
い
知

識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
普
及
啓
発
及
び
情

報
提
供
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、
肝
奥
患
者
等

が
、
不
当
な
差
別
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
社
会
に
お

い
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、

肝
炎
患
者
等
と
そ
の
贅
権
響
、
医
療
徒
澪
着
、
事
業

主
等
の
関
係
者
を
始
め
と
し
た
全
て
の
国
民
が
、
肝

炎
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持
つ
た
め
の
普
及
啓
発

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
　
今
後
取
組
が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て

ア
　
国
は
、
平
成
二
十
二
年
二
月
の
世
界
繰
儘
機
関

（Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
総
会
に
お
い
て
、
世
界
肝
炎
デ
ー
の

実
施
が
決
饉
ぎ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
日
本
肝
炎

デ
ー
を
設
定
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
国
及
び
地
方
公

共
団
体
は
、
一整
國
法
人
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
研
究
財
団

が
従
来
か
ら
実
施
し
て
き
た

「肝
慮
週
間
」
と
運

携
し
、
肝
炎
に
関
す
る
集
中
的
な
普
及
啓
発
を
行

亀
イ
　
ロ
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の

国
民
が
、
肝
炎
に
係
る
正
し
い
知
識
を
持
つ
た
め

の
普
及
啓
発
を
行
う
。

ウ
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
国
民
に
対
し
、
近

年
、
我
が
国
に
お
け
る
感
染
事
例
の
報
告
が
あ
る

急
■
３
型
肝
炎

金
ン
エ
ノ
タ
イ
プ
Ａ
）
は
、
従
来

に
比
し
、
感
染
か
慢
性
化
す
る
こ
と
が
多
い
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
着
み
、
母
子
感
染
や
乳
幼
児
期

の
水
平
感
染
に
加
え
て
、
性
行
為
等
に
よ
り
感
染

す
る
可
能
性
が
あ
り
、
予
防
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
普
及
啓
発
を
行
∵２

工
　
国
及
び
地
方
公
二
日
展
Ｅ
一、
肝
炎
患
者
等
へ
の

受
診
勧
奨
を
行
う
た
め
、
医
療
保
険
著
、
医
師
そ

の
他
の
医
療
従
事
者
の
団
体
ヽ
職
城
に
お
い
て
健

康
管
理
に
携
わ
る
者
の
回
体
、
事
業
主
団
体
等
の

協
力
を
得
て
、
肝
炎
の
庸
鴨

知
識
や
肝
炎
医
療

に
係
る
制
度
に
つ
い
て
普
及
書
発
を
行
■ヽ

オ
　
国
は
、
肝
炎
患
者
等
、医
師
等
の
医
寝
撃
書
〓
負

職
城
に
お
い
て
健
康
管
理
に
携
わ
る
者
、
事
業
主

等
の
関
係
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
必
要
な
情

報
を
取
り
ま
と
め
、
普
及
薔
発
を
行
う
。

力
　
国
は
、
就
労
を
維
持
し
な
が
ら
適
切
な
肝
炎
医

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
等
に
つ

い
て
、
各
事
業
主
団
体
に
対
し
、
協
力
を
要
請
す

亀

３

８

キ
　
国
は
、
地
域
の
医
療
晨
関
に
お
い
て
、
肝
炎
に

係
る
情
報
提
供
が
適
切
に
な
さ
れ
る
よ
・ス

肝
炎

情
報
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、
情
報
提
供
の
機
能
を
充

実
さ
せ
る
よ
う
要
請
す
る
。

0)究
摯
等
晏
発
築

ア
　
今
後
の
取
網
の
方
針
に
つ
い
て

肝
炎
患
者
等
及
び
そ
の
家
族
等
が
、
肝
炎
医
療

を
受
け
な
が
ら
、
生
活
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、粕鰐
盤
吝
職
体
制
の
充
実
を
図
り
、

精
神
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
強
化
す
る
。ま
た
、

肝
憂
患
者
等
が
不
当
な
差
別
を
受
け
た
場
〈『

肝

炎
患
者
等

一
人
一
人
の
人
権
を
尊
重
し
、
不
当
な

差
別
を
解
消
す
る
た
め
、
通
切
な
対
応
を
請
じ
る

こ
と
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
通
め
る
必
要
が
あ

亀
イ
　
今
後
取
組
が
必
晏
な
事
項
に
つ
い
て

い
　
国
は
、
都
道
府
県
と
連
携
し
て
、
肝
炎
息
者

等
及
び
そ
の
家
族
等
の
不
安
を
軽
減
す
る
た
め

の
情
報
提
供
を
進
め
る
と
と
も
に
、
肝
炎
患
者

等
及
び
そ
の
家
族
等
と
、
医
師
を
始
め
と
し
た

医
療
従
事
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

を
候

す
奄

”
　
国
は
、
肝
炎
情
報
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、
拠
点

病
院
の
相
談
員
が
必
要
と
す
る
情
報
に
つ
い
て

整
顧
し
、
積
極
的
に
情
報
提
供
が
行
わ
れ
る
よ

う
要
請
す
る
。

０
　
回
は
、
地
方
公
共
団
体
と
連
携
し
て
、
法
務

日
の
周
知

を
図
る
。

②
　
肝
硬
変
及
び
肝
が
ん
患
者
に
対
す
る
更
な
る
支
援

の
な
り
方

肝
炎
か
ら
進
行
し
た
肝
硬
変
及
び
肝
が
ん
は
、
根

治
的
な
治
療
法
が
少
な
く
、
ま
た
、
思
者
の
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
現
状
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
肝
硬
変

及
び
肝
が
ん
患
者
の
不
安
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
以

下
の
取
組
を
請
じ
る
も
の
と
す
る
。

夕
　
国
及
び
都
道
府
県
は
、
拠
点
病
院
の
肝
疾
恵
相

談
セ
ン
タ
ー
を
周
知
す
る
た
め
の
普
及
啓
発
を
行

う

。

ケ
　
国
は
、
医
演
保
険
者
や
事
業
主
が
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
を
実
施
す
る
場
合
の
検
査
結
果
に
つ
い

て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
適
正
な
遺
知
と

取
扱
い
に
つ
い
て
、
医
療
保
険
者
及
び
事
業
主
に

対
し
て
改
め
て
日
知
す
る
。
（再
掲
〉

コ
　
国
は
、
肝
炎
患
者
等
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
の

実
態
を
担
握
し
、
そ
の
被
害
の
防
止
の
た
め
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
た
め
の
研
究
を
行
い
、

そ
の
成
果
物
を
活
用
し
、
地
方
公
共
団
体
と
連
携

を
図
り
、
普
及
啓
発
を
行
う
。

そ
の
他
肝
炎
対
策
の
推
進
に
関
す
る
重
要
事
項

る
岳
発
薇

の

ア
　
国
は
、
肝
硬
変
及
び
肝
が
ん
を
含
む
肝
疾
患
に

つ
い
て
、「肝
炎
研
究
七
カ
年
戦
略
」
に
基
づ
く
研

究
を
推
進
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
国
及
び
地
方
公
共

団
体
は
、
肝
硬
変
及
び
肝
が
ん
を
含
む
肝
疾
患
に

係
る
肝
炎
雇
猥
の
水
準
の
向
上
等
を
図
る
た
め
、

医
療
従
事
者
へ
の
研
修
等
人
材
育
成
を
推
進
す

る
。

イ
　
国
は
、
都
道
府
県
と
連
携
し
て
、
肝
炎
か
ら
進

行
し
た
肝
硬
変
及
び
肝
が
ん
患
者
を
含
む
肝
炎
患

者
等
及
び
そ
の
家
族
等
の
不
安
を
軽
減
す
る
た
め

の
情
報
提
供
を
迪
め
る
と
と
も
に
、
肝
炎
患
者
等

及
び
そ
の
家
族
等
と
、
医
師
を
始
め
と
し
た
医
療

従
事
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
提
供

す
る
。

ウ
　
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
、　
一
定
の
条
件
の
下
、

身
体
障
害
者
福
祉
法

（昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二

百
八
十
二
号
）
に
お
け
る
身
体
障
害
と
し
て
、
新

た
に
肝
臓
機
能
障
害
の
一
部
に
つ
い
て
、
障
害
認

定
の
対
象
と
さ
れ
た
。
そ
の
認
定
を
受
け
た
者
の

肝
曇
受
相
、
臨
隆
霧
楡
後
の
■
星
盤
奎
嘔と
そ
れ

ら
に
伴
う
医
療
に
つ
い
て
は
、自
立
支
援
医
療
貪

生
医
療
）
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
当

該
措
目
を
維
続
す
る
。

ェ
　
ロ
は
、
肝
炎
か
ら
進
行
し
た
肝
硬
変
及
び
肝
が

ん
の
患
者
に
対
す
る
更
な
る
支
援
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
す
る
上
で
の
情
報
を
収
集
す
る
た
め
、

肝
硬
変
及
び
肝
が
ん
患
者
に
対
す
る
肝
炎
医
療
や

生
活
実
態
尋
に
関
す
る
現
状
を
把
握
す
る
た
め
の

調
査
研
究
を
行
スヽ

０
　
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
肝
炎
対
策
の
推
進

都
道
府
県
に
お
い
て
は
、
肝
炎
薔
資
悪
天
津
一の
趣

旨
に
基
う
き
、
都
道
府
県
単
位
で
の
肝
炎
対
策
を
推

進
す
る
た
め
の
計
画
を
策
定
す
る
等
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
肝
炎
対
策
を
諄
じ
る
た
め
の
体
制
を
構
築

し
、
管
内
市
区
町
村
と
連
携
し
た
肝
炎
対
策
を
推
進

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
は
、
積
極
的
に
、
日
を
始

め
と
す
る
他
の
行
政
機
関
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
肝

炎
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

０
　
国
民
の
責
務
に
基
う
く
取
組

肝
炎
対
策
基
本
法
露
六
条
の
規
定
に
鑑
み
、
肝
炎

対
策
は
、
肝
炎
思
者
等
と
そ
の
家
族
等
を
含
め
た
国

民
が
主
体
的
か
つ
積
極
的
に
活
動
す
る
必
要
が
あ

り
、
以
下
の
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ア
　
国
民
一
人
一
人
が
、
肝
炎
は
放
ほ
す
る
と
肝
硬

変
や
肝
が
ん
と
い
う
重
鷺
な
病
態
へ
と
進
展
す
る

可
能
性
が
あ
り
、
各
人
の
健
康
保
持
に
重
大
な
影

響
を
も
た
ら
し
得
る
疾
病
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し

た
上
で
、
少
な
く
と
も
一
回
は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
を
受
検
し
、
自
身
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
有

無
に
つ
い
て
、
早
期
に
認
繊
を
持
つ
よ
う
努
め
る

）一
し
こ
。

イ
　
国
民

一
人
一
人
が
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
ヘ
の
新
た

な
感
染
の
可
能
性
が
あ
る
行
為
に
つ
い
て
正
し
い

知
識
を
持
ち
、
新
た
な
感
染
が
生
じ
な
い
よ
う
行

動
す
る
こ
と
。
ま
た
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に

関
す
る
知
識
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
等
に
よ
り
、

肝
炎
患
者
等
に
対
す
る
不
当
な
差
爾
ヽ
、
そ
れ
に

伴
う
肝
炎
患
者
等
の
精
神
的
な
負
担
が
生
じ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
正
し
い
知
餞
に
基
う
く
適
切
な

対
応
に
努
め
る
こ
と
。

０

肝
炎
対
策
基
本
指
針
の
見
直
し
及
び
定
期
報
告

肝
炎
対
策
基
本
法
第
九
条
第
五
項
に
お
い
て
は
、

「厚
生
労
働
大
臣
は
、
肝
炎
医
療
に
関
す
る
状
況
の

変
化
を
勘
案
し
、
及
び
肝
炎
対
策
の
効
果
に
関
す
る

評
価
を
踏
ま
え
、
少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
、
肝
炎

対
策
基
本
指
針
に
検
討
を
加
え
、
必
甕
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
さ
れ
て
い
る
。

本
指
針
は
、
肝
炎
・を
め
ぐ
る
現
状
を
踏
ま
え
、
肝

炎
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
に
基
本
と
な
る

事
項
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
は
、
本

指
針
に
定
め
る
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
る

が
、
口
ヽ
地
方
公
共
団
体
等
に
お
け
る
取
級
に
つ
い

て
、
定
期
的
に
調
査
及
び
評
価
を
行
い
、
肝
炎
を
め

ぐ
る
状
況
変
化
を
的
確
に
捉
え
た
上
で
、
必
要
が
あ

る
と
き
は
、
策
定
か
ら
五
年
を
経
過
す
る
前
で
あ
っ

て
も
、
本
指
針
に
つ
い
て
検
肘
を
加
一へ

改
工
す
る

も
の
と
す
る
。
な
お
、
本
指
針
に
定
め
ら
れ
た
取
組

の
状
況
は
、
肝
饗
覆
歴
彎
歯
題
苓
覆
常
鮨
崎
に
報

告
す
る
も
の
と
す
る
。

Ｏ
厚
生
労
働
署
星
景
磐
”百
六
十

一
号

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に

関
す
る
法
律

（平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
十
一
条

第

一
項
及
び
予
防
接
種
洒

〈昭
和
三
十
二
年
法
律
第
六
十

八
号
〉
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
結
核
に
関

す
る
特
定
感
染
症
予
防
指
針

（平
成
十
九
年
厚
生
労
働
管

告
示
第
七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
た
の

で
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療

に
関
す
る
法
律
第
十

一
条
第
一
項
及
び
予
防
警
種
法
第
二

十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
五
月
十
六
日

厚
生
労
働
天
巨
　
細
川
　
律
夫


